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本マニュアルの活用方法 2

本マニュアルは下記の流れに沿って必要なシステム操作を説明します。

①CPD単位の取得方法

②取得したCPD単位の確認方法と実績証明書の申請方法

③その他システムの機能説明

システムの操作目的に応じて、目次より該当の頁を確認できます。



建築・設備施工管理CPD制度の目的 3

CPD制度は、建築施工管理技士や設備施工管理技士等の技術者が、

講習会や研修会に参加して学習した時間を単位として「見える化」

し、積み重ねることで知識や技術の向上を図ることが目的です。



CPD単位の取得方法 4

①CPD制度の会員登録を行い、

②講習会等に参加し、

③単位申請を行います。



講習会等の種類

●認定プログラム（対面形式、Web形式）

●認定教材

●監理技術者講習

●その他

5

認定プログラムとは・・・？

運営委員会が、建築施工管理技士等の能力開発にふさわしい研修として認定した講習会等の研修プログラムのこと。



本システムの機能 6

単位の取得

認定プログラムの検索
認定教材の利用申請・解答
監理技術者講習の単位申請

単位数の確認

取得単位数の確認
実績証明書の申請

その他機能

メモ機能
メールアドレスの変更

ログインパスワードの変更

本システムでは、大きく3つの機能
を使用することができます。



本システムの機能 7

次頁よりシステム操作の手順説明を行います！

ページ構成は2頁の流れに沿って作られています。

特に確認したい項目については目次を確認してください！



参加者用ログインページ

①
②

★

③

★ログインパスワードを忘れた場合、
こちらのページから変更が可能です。

8

最初にCPD参加者はシステムにログインします！



参加者用TOPメニューの説明

①

② ③

⑤ ⑥

⑦ ⑧

④

※

①取得単位数を確認する

⑦認定プログラムを検索する
⑧メールアドレスとパスワードの変更をする

⑤継続学習目標等の記録をする
⑥実績証明書の申請をする

④Web認定プログラムを検索する

②認定教材の利用申請、設問の解答をする
③監理技術者講習の単位申請をする
※表彰による自己申請を行う画面

9

ログイン後、TOP画面が表示されます！



1. 認定プログラム一覧

⑦

認定プログラム一覧

10

CPD単位を取得するために必要な認定プログラムの検索手順から説明します！⑦を押してください！



1.1 認定プログラムでCPD単位を取得するには？
11

システム内でできること

CPD参加者がやること CPD参加者以外がやること



1.2 認定プログラムの検索

②

③

12

①
【必須入力項目】

【点線内該当箇所のみ入力】

以下の手順で検索します！



1.2 認定プログラムの検索

④

⑤

13



1.3 CPD単位の申請方法 14

講習会場に名簿が設置されています。
ご自分の参加者ID（ユーザーID）と氏名（カタカナ）を
ご記入ください。

以上で、手続きは完了です。

※当日、受講証明書を受領する場合もありますが、本財団に
提出していただく必要はありません。

※Web認定プログラムの場合は、16頁以降をご確認ください。

CPD単位の申請は参加者が当日会場等で行います！



1.4 認定プログラムに関する注意事項
15



2. Web認定プログラム一覧

Web認定プログラム一覧

16

次はWeb認定プログラムの検索手順について説明します！④を押してください！

④



2.1 Web認定プログラムでCPD単位を取得するには？
17

システム内でできること

CPD参加者がやること CPD参加者以外がやること



2.2 Web認定プログラムの検索
18

②

③

①【必須入力項目】

【点線内該当箇所のみ入力】

以下の手順で検索します！



2.2 Web認定プログラムの検索

④
★

★
「詳細はこちら」

認定プログラムを主催するプロバ
イダーのページに移動します。

「視聴はこちら」
動画形式の認定プログラムを

視聴できます。

詳細は配信元にご確認ください。

⑤

19



2.3 CPD単位の申請方法 20

Web認定プログラムは、講習会のプロバイダー（講習会の主催者）に

よって、単位の申請方法が異なります。

Web認定プログラムを受講する際は、講習会のプロバイダーの指示に

従って単位申請を行ってください。



2.4 認定プログラムに関する注意事項
21



3. 建築・設備施工管理CPD（認定教材）

建築・設備施工管理CPD（認定教材）

22

認定教材によるCPD単位の取得手順を説明します！②を押してください！

②



3.1 認定教材を利用するには？
23

システム内でできること

CPD参加者がやること CPD参加者以外がやること



3.2 認定教材の利用申請
24

①

②

③

システム改修以前よりご利用されている方は、26頁から参照をお願いします！



3.2 認定教材の利用申請
25

④

入金の確認が完了するまでは、以下の画面が表示されます！



3.3 認証用携帯電話番号の登録
26

①

②

承認メールが届いた後に★を押すと、以下の画面に切り替わり
ます！認証用携帯電話番号の登録をお願いします！

★



3.3 認証用携帯電話番号の登録
27

③

④

⑤



3.4 認定教材の設問解答
28

③

②

①

④

認証用携帯電話番号の登録完了後、★を押すと以下の画面に切り替
わります！設問の解答ができます！

★



3.4 認定教材の設問解答
29

⑤



3.4 認定教材の設問解答（全問正解で単位申請）
30

⑥

⑦

⑧

設問に全問正解すると以下の画面に切り替わり、SMSで認証番号が送信されます！



3.4 認定教材の設問解答（全問正解でない場合）
31

⑥’

設問に全問正解できないと以下の画面に切り替わります！再度学習し設問に解答してください！



3.5 認定教材に関する注意事項
32



4. 監理技術者講習の申請

監理技術者講習の申請

33

監理技術者講習の単位申請手順を説明します！③を押してください。

③



4.1 監理技術者講習の単位申請をするには？ 34

CPD参加者がやること CPD参加者以外がやること

システム内でできること

監理技術者講習は参加者自身が単位申請を行うものもあります！



4.1 監理技術者講習の単位申請をするには？ 35

監理技術者講習は、建築・設備施工管理CPD制度のCPD単位を取得でき

ます。

監理技術者講習は複数の団体が実施していますが、

どの団体の監理技術者講習を受講してもCPD単位が取得できます。

次頁より受講団体別の単位申請方法を説明します。



監理技術者講習を『建設業振興基金』『全国建設研修センター』で受講した
方は、「こちら」を押してください。

4.2 建設業振興基金・全国建設研修センターで受講
36



4.2 建設業振興基金・全国建設研修センターで受講

①
②

※初期パスワードは、参加者カードの郵送時に同封した資料に記載されております。

37

ログイン画面



4.2 建設業振興基金・全国建設研修センターで受講

③

④
④’

⑤

⑥

38

入力画面



⑦

4.2 建設業振興基金・全国建設研修センターで受講
39

確認画面



※試験同時申請とは

建築・設備施工管理CPD制度では、CPD加点について独自
の運用を行っています。監理技術者講習の試験成績が、
会場の平均点以上であった場合、1単位が加点されます。
この加点分も併せて申請される場合、当該欄「□する」
にチェックを入れます。（41頁参照）

(2)

※ (3)

4.2 建設業振興基金・全国建設研修センターで受講

(1)

40

会場選択画面

港区虎ノ門4-2-12

港区虎ノ門4-2-12



4.2 建設業振興基金・全国建設研修センターで受講

監理技術者講習の試験結果は以下URLより照会できます

【建設業振興基金】
https://kssc-kanri.com/result_reference/

【全国建設研修センター】
https://www.koushu-navi.jp/application/transcript/terms

☆上記URL先より試験結果をダウンロードし、添付してください。

41

https://kssc-kanri.com/result_reference/
https://www.koushu-navi.jp/application/transcript/terms


監理技術者講習を『全国土木施工管理技士会連合会』で受講した方は、
「こちら」を押してください。

4.3 全国土木施工管理技士会連合会で受講
42



4.3 全国土木施工管理技士会連合会で受講

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

43



4.3 全国土木施工管理技士会連合会で受講

⑨

44



4.4 日建学院・総合資格・日本建築士会連合会で受講 45

日建学院・総合資格で受講した場合
講習会場に名簿が設置されています。ご自分の参加者ID（ユーザーID）と

氏名（カタカナ）をご記入ください。（14頁参照）

日本建築士会連合会で受講した場合
単位の申請方法は日本建築士会連合会によります。

詳しくは、日本建築士会連合会にご確認ください。



4.5 監理技術者講習の単位申請に関する注意事項 46



5. 建築・設備施工管理CPD（単位の確認）

建築・設備施工管理CPD（単位の確認）

47

取得したCPD単位数の確認手順を説明します！①を押してください。

①



5.1 取得単位数を確認するには？ 48

CPD参加者がやること CPD参加者以外がやること

システム内でできること



5.2 取得単位数の確認

①

②

③

★

★自己申請した内容の審査待ち状況が表示
されます。

49



5.3 取得単位数に関するよくある質問 50



6. 実績証明書の申請

実績証明書の申請

51

実績証明書の申請手順を説明します！（事前に取得単位数を確認しておきましょう！）
⑥を押してください！

⑥



6.1 実績証明書を申請するには？
52

CPD参加者がやること CPD参加者以外がやること

システム内でできること

社内機能IDを取得している場合は、『振興基金CPDシステム法人用（https://kensetsu-kikin-
cpd.jp/login_comp.php）』より発行申請をお願いします！
法人用ページより発行申請されると、複数名分の申請を1通の御請求書にまとめることができます！

https://kensetsu-kikin-cpd.jp/login_comp.php


① ② ③ ④

⑤
⑥

6.2 実績証明書の申請
53



6.2 実績証明書の申請

⑦

54

※入力間違いがあった場合「戻る」ボタンを押して修正してください！
※入力内容を誤ったまま申請してしまった場合は、60頁に従ってキャンセルを行ってください。

実績証明書の発行には、1通につき500円の料金がかかります。
申請内容の誤り等による再発行でも、同じ料金がかかります。ご注意ください！



6.3 実績証明書の様式や記載内容の詳細

《実績証明書の条件設定項目の例》

「様式」 ⇒ 56,57頁参照
「証明を必要とする期間」
「単位の証明範囲の指定」 ⇒ 58頁参照

上記項目の入力にあたっては、必ず提出先の指示に従って
入力してください。

55

提出先ごとに実績証明書の条件が異なります！
実績証明書の条件については、提出先にご確認ください！
「様式」と「単位の証明範囲の指定」の詳細は、次頁以降で説明します。申請前にご確認ください！



6.3 様式6-aについて

様式6-a

指定した期間内に取得した単位数のみが記載されます。

56



6.3 様式6-bについて

様式6-b

指定した期間内に取得した単位数に加えて、受講した講習会の内容
も記載されます。

57



6.3 単位の証明範囲について

範囲1（6a-1,6b-1）

監理技術者講習を受講した単位がある場合、6単位で証明します。さらに
同講習の試験の加点単位、及び表彰の受賞による単位は対象外です。

範囲2（6a-2,6b-2）

企業内研修を受講した単位は対象外です。

※提出先によって求められる証明範囲が異なるので、証明範囲をご確認
ください。

58



6.3 参考（申請状況の確認）
59

実績証明書の申請状況が表示されます。

重複申請等、心配な場合はこちらで
ご確認ください！

※「申請年月日」の日付を押すと、
申請内容の詳細画面に繋がります。



6.3 実績証明書の申請をキャンセルするには

①

②

③

60

※注意
実績証明書が発行された場合、
キャンセルできません！

正しい内容で再申請してくだ
さい。



6.4 実績証明書申請手順の具体例
61



6.4 実績証明書申請手順の具体例

⑤
⑥

① ② ③ ④

62

61頁の具体例の申請を例示します！



6.4 実績証明書申請手順の具体例

⑦

※6-a,6-b様式を同時に申請する場合は、該当する6-a,6-bの設定欄に必要事項の入力をしてください。
※同時に申請される場合は、6-a,6-b様式それぞれ500円がかかります。

63



6.5 建築CPD運営会議が発行する実績証明書が欲しい

(公財)建築技術教育普及センター(建築CPD運営会議)が発行する実績証明

書を提出したい場合は、以下のURLの手順に従って申請をしてください。

http://www.jaeic.or.jp/navi_cpd/kcpd/cpd_certificate.html

※建築CPD実績証明書は、建築・設備施工管理CPD制度に登録している方で、建築士、

建築設備士、建築施工管理技士・技士補、電気工事施工管理技士・技士補、管工事施工

管理技士・技士補（有資格者）の方が発行申請することが可能です。

※他制度で独自に取得した単位（認定教材・論文等）は証明されません。詳細はガイド

ラインをご確認ください。

※発行申請方法に係るご不明点は上記団体へお問い合わせください。

64

http://www.jaeic.or.jp/navi_cpd/kcpd/cpd_certificate.html


6.6 実績証明書に関するよくある質問
65



7. マイページ

マイページ
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⑧

登録情報の確認や、メールアドレス・ログインパスワードの変更ができます！⑧を押してください！



7.1 メールアドレスやパスワードを変更するには？ 67

CPD参加者がやること CPD参加者以外がやること

システム内でできること



7.2 メールアドレス・パスワードの変更

★現在のCPD制度登録情報を確認できます。

資格追加等の変更をした場合、申請が反映されてい
るかを、こちらの画面で確認することができます。

①
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7.2 メールアドレス・パスワードの変更

A.メールアドレスを変更したい場合は、入力さ
れているメールアドレスを消し、新しいメール
アドレスを入力してください。

B.ログインパスワードを変更したい場合は、
新しいパスワードを入力してください。

A
B

③②
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7.2 メールアドレス・パスワードの変更

④
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8. 登録内容の変更（システム外） 71

★

登録内容の変更（システム外）

「上位の資格を取得した」「勤務先住所が変更になった」等、登録情報を変更したい場合は、
変更等申請書を記入し事務局に提出します！



8.1 CPD制度の登録情報を変更するには？ 72

CPD参加者がやること CPD参加者以外がやること

システム内でできること



8.2 変更等申請書類

変更等申請書類は以下URLより取得できます。

変更等申請書 ：https://www.fcip-cpd.jp/change
メールアドレス：cpd-t@kensetsu-kikin.or.jp

FAX番号 ：03-5473-1589

※新規の登録申請は『インターネット』からお願いいたします。
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変更等申請書を記入する際は、変更後の内容をご記入ください！

https://www.fcip-cpd.jp/change


⑤

④

②

①

③

8.3 資格の追加申請

⑤番号について
※建築士 ：登録番号
施工管理技士・技士補：合格証明書 番号

※その他施工管理技士・技士補を追加される場合、
資格名と級数もご記入ください。
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⑤

④

②

①

8.4 氏名等の変更申請

③
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④

②

①

⑤

③

8.5 退会申請
76



9. その他（継続学習目標等の記録）

継続学習目標等の記録
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メモ機能が使えます！⑤を押してください！

⑤



9.1 記録手順

①
②
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